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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 12,242 ― 1,425 ― 1,375 ― 937 ―

29年3月期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 30年3月期　　937百万円 （―％） 29年3月期　　―百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 233.57 232.93 7.0 5.2 11.6

29年3月期 ― ― ― ― ―

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 ―百万円 29年3月期 ―百万円

（注）前会計年度は連結財務諸表を作成していないため、前年同期の数値及び対前期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 27,653 13,707 49.6 3,412.12

29年3月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本 30年3月期 13,707百万円 29年3月期 ―百万円

（注）前会計年度は連結財務諸表を作成していないため、前年同期の数値及び対前期増減率は記載しておりません。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 626 △1,348 1,136 3,024

29年3月期 ― ― ― ―

（注）前会計年度は連結財務諸表を作成していないため、前年同期の数値及び対前期増減率は記載しておりません。

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00 280 ― ―

30年3月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00 281 30.0 2.1

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 70.00 70.00 32.7

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,060 △4.8 714 △0.8 664 △5.7 435 △6.1 108.42

通期 12,060 △1.5 1,415 △0.7 1,315 △4.4 860 △8.2 214.35



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 4,031,700 株 29年3月期 4,031,700 株

② 期末自己株式数 30年3月期 14,538 株 29年3月期 21,500 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 4,012,114 株 29年3月期 4,010,200 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 12,200 △1.2 1,443 △7.7 1,392 △10.6 954 1.5

29年3月期 12,349 13.0 1,563 31.1 1,557 31.2 940 20.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 237.86 237.22

29年3月期 234.48 233.81

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 27,618 13,724 49.7 3,416.42

29年3月期 25,612 13,045 50.9 3,253.17

（参考） 自己資本 30年3月期 13,724百万円 29年3月期 13,045百万円

2. 平成31年 3月期の個別業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,025 △5.2 671 △8.1 438 △10.5 109.16

通期 11,990 △1.7 1,309 △6.0 856 △10.3 213.35

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



アズマハウス株式会社(3293) 平成30年３月期 決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 …………………………………………………………………………… ２

（１）当期の経営成績の概況 ………………………………………………………………… ２

（２）当期の財政状態の概況 ………………………………………………………………… ２

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 …………………………………………………… ３

（４）今後の見通し …………………………………………………………………………… ３

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 ………………………………………………… ３

３．連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………… ４

（１）連結貸借対照表 ………………………………………………………………………… ４

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 …………………………………………… ６

（３）連結株主資本等変動計算書 …………………………………………………………… ８

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………… ９

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………… 10

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………… 10

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………… 10

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………… 12

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………… 12

決算短信（宝印刷） 2018年05月09日 15時35分 1ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



アズマハウス株式会社(3293) 平成30年３月期 決算短信

2

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社グループは、当連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、前連結会計年度との対比の記載はしてお

りません。

　

当連結会計年度におけるわが国経済は、米国の新政権の政策変更やそれに伴う世界経済への影響、新興国経済の景

気減速懸念などにより金融市場は世界的に不安定になり、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております

が、政府の経済政策や日銀の金融緩和施策の継続を背景に企業収益や雇用・所得環境が改善し、全体としては回復基

調が続きました。

このような環境の中、当社におきましても３つの基本戦略である、「既存事業の深耕」、「マーケットエリア拡

大」、「多角化推進」により競争力の強化を図り、これらの結果、当連結会計年度における業績は、売上高は

122億42百万円、営業利益は14億25百万円、売上高営業利益率は11.6％、経常利益は13億75百万円、当期純利益は９

億37百万円となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 不動産・建設事業

不動産・建設事業は、土地分譲303件、建物販売227件、中古住宅販売59件、マンション54件の販売を行いまし

た。その結果、売上高は88億46百万円、セグメント利益は６億24百万円となりました。

　

② 不動産賃貸事業

不動産賃貸事業は、居住用物件1,080件、テナントその他物件259件を保有し、賃貸経営、賃貸管理及び賃貸仲

介を行いました。その結果、売上高は20億19百万円、セグメント利益は８億44百万円となりました。

　

③ 土地有効活用事業

土地有効活用事業は、注文建築３件、戸建賃貸その他15件の販売を行いました。その結果、売上高は５億82百

万円、セグメント利益79百万円となりました。

　

④ ホテル事業

ホテル事業は、３箇所のビジネスホテル、３箇所の飲食店舗を運営しました。その結果、売上高は７億52百万

円、セグメント利益は１億27百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　

① 資産

当連結会計年度末における資産合計は、276億53百万円となりました。

流動資産については、99億52百万円となりました。これは主として、現金及び預金の35億55百万円、販売用不

動産の49億90百万円及び未成工事支出金の８億18百万円を反映したものであります。

固定資産については、177億１百万円となりました。これは主として、有形固定資産の168億13百万円を反映し

たものであります。

② 負債

当連結会計年度末における負債合計は、139億46百万円となりました。

流動負債については、41億11百万円となりました。これは主として、短期借入金の12億84百万円及び１年内返

済予定長期借入金の15億34百万円を反映したものであります。

固定負債については、98億35百万円となりました。これは主として、長期借入金の93億62百万円を反映したも

のであります。
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③ 純資産

当連結会計年度末における純資産合計は、137億７百万円となりました。これは主として利益剰余金の125億27

百万円を反映したものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、30億24百万円となりました。

また、当連結会計年度中における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において営業活動によるキャッシュ・フローは、６億26百万円の収入となりました。主な増加

要因は、税引前当期純利益13億96百万円及び非資金取引である減価償却費３億63百万円であります。主な減少要

因は、たな卸資産の増加５億44百万円及び法人税等の支払額５億88百万円及び利息の支払額１億47百万円であり

ます。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、13億48百万円の支出となりました。主な減少

要因は、有形固定資産（主として賃貸用不動産）の取得による支出12億54百万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、11億36百万円の収入となりました。主な増加

要因は、長期借入れによる収入40億29百万円であります。主な減少要因は、長期借入金の返済による支出28億19

百万円、配当金の支払額２億81百万円であります。

（４）今後の見通し

次期の見通しといたしましては、世界経済情勢に不安定感が存在し、先行きに不透明感が続いておりますが、緩や

かな回復基調が続くと考えております。しかしながら、少子高齢化や地方の人口減少が統計的に顕著であり、当社が

事業拠点としている地方都市につきましては、とりわけ伸び悩みとなる可能性があります。

このような環境の中、引き続き３つの基本戦略を重要視しつつ事業の健全性を図り、持続的な成長と安定的な利益

確保に努めます。

以上のことから、当社の次期の見通しにつきましては、売上高120億60百万円、経営利益13億15百万円、当期純利益

を８億60百万円見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社の利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調達の必要性が乏しいこと

から、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

　なお、今後につきましては、特に、当社と同じ、東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）市場に上場している

他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえた上で、国際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,555,325

売掛金 24,248

販売用不動産 4,990,583

未成工事支出金 818,826

貯蔵品 10,048

繰延税金資産 37,889

その他 520,475

貸倒引当金 △4,719

流動資産合計 9,952,677

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,620,393

機械装置及び運搬具（純額） 84,497

土地 11,024,951

建設仮勘定 19,754

その他（純額） 64,268

有形固定資産合計 16,813,866

無形固定資産

のれん 135,423

その他 38,904

無形固定資産合計 174,328

投資その他の資産

投資有価証券 441,442

長期貸付金 22,416

繰延税金資産 106,891

その他 142,108

投資その他の資産合計 712,858

固定資産合計 17,701,052

資産合計 27,653,730
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(単位：千円)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 19,122

工事未払金 431,410

短期借入金 1,284,702

1年内返済予定の長期借入金 1,534,934

未払法人税等 194,298

賞与引当金 42,922

その他 604,249

流動負債合計 4,111,638

固定負債

長期借入金 9,362,142

資産除去債務 72,230

その他 400,663

固定負債合計 9,835,035

負債合計 13,946,674

純資産の部

株主資本

資本金 596,763

資本剰余金 528,963

利益剰余金 12,527,264

自己株式 △19,380

株主資本合計 13,633,610

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 73,446

その他の包括利益累計額合計 73,446

純資産合計 13,707,056

負債純資産合計 27,653,730
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 12,242,387

売上原価 8,092,988

売上総利益 4,149,399

販売費及び一般管理費

役員報酬 140,340

給料及び手当 710,373

賞与 287,279

法定福利費 160,979

広告宣伝費 231,385

租税公課 191,220

支払手数料 303,647

貸倒引当金繰入額 33

減価償却費 93,839

賞与引当金繰入額 41,779

その他 563,082

販売費及び一般管理費合計 2,723,961

営業利益 1,425,437

営業外収益

受取利息 425

受取配当金 11,568

受取手数料 46,669

解約金収入 23,308

その他 32,894

営業外収益合計 114,866

営業外費用

支払利息 159,615

その他 4,762

営業外費用合計 164,377

経常利益 1,375,926

特別利益

固定資産売却益 22,430

受取補償金 669

特別利益合計 23,099

特別損失

固定資産売却損 111

固定資産除却損 2,687

特別損失合計 2,798

税金等調整前当期純利益 1,396,227

法人税、住民税及び事業税 443,348

法人税等調整額 15,780

法人税等合計 459,128

当期純利益 937,098

親会社株主に帰属する当期純利益 937,098
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 937,098

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 676

その他の包括利益合計 676

包括利益 937,775

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 937,775
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（３）連結株主資本等変動計算書

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

株主資本
その他の包括利

益累計額
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

当期首残高 596,763 528,963 11,876,006 △28,633 12,973,099 72,769 13,045,869

当期変動額

剰余金の配当 △280,714 △280,714 △280,714

新株予約権の行使 △5,127 9,252 4,125 4,125

利益剰余金から資本

剰余金への振替
5,127 △5,127 － －

親会社株主に帰属す

る当期純利益
937,098 937,098 937,098

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

676 676

当期変動額合計 － － 651,257 9,252 660,510 676 661,186

当期末残高 596,763 528,963 12,527,264 △19,380 13,633,610 73,446 13,707,056
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,396,227

減価償却費 363,065

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,074

受取利息及び受取配当金 △11,994

支払利息 159,615

たな卸資産の増減額（△は増加） △544,630

仕入債務の増減額（△は減少） 31,080

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,726

固定資産除却損 2,687

受取補償金 △669

前受金の増減額（△は減少） △36,761

固定資産売却損益（△は益） △22,319

前払金の増減額（△は増加） △120,406

その他 135,317

小計 1,350,864

利息及び配当金の受取額 11,927

利息の支払額 △147,453

法人税等の支払額 △588,895

営業活動によるキャッシュ・フロー 626,442

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,254,725

有形固定資産の売却による収入 38,325

収用補償金の受取額 669

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△128,672

その他 △4,283

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,348,686

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △281,140

ストックオプションの行使による収入 4,200

長期借入れによる収入 4,029,000

長期借入金の返済による支出 △2,819,929

自己株式の取得による支出 △74

短期借入金の純増減額（△は減少） 204,402

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,136,457

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 414,214

現金及び現金同等物の期首残高 2,610,355

現金及び現金同等物の期末残高 3,024,570
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社のセグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報入手が可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、事業部門ごとに取り扱う商品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。従って、当社は、事業領域を基礎とした商品・サービス別のセグメントから構成されており、「不動産・建

設事業」、「不動産賃貸事業」、「土地有効活用事業」、「ホテル事業」の４つとなっております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「不動産・建設事業」は、主に土地分譲、分譲住宅販売、売建分譲販売、注文建築及びリフォーム工事、不動

産仲介等を行っております。「不動産賃貸事業」は、不動産賃貸経営、賃貸管理及び賃貸仲介、サービス付き高

齢者向け住宅の運営を行っております。「土地有効活用事業」は、資産運用提案型賃貸住宅販売及び建売賃貸住

宅販売を行っております。「ホテル事業」は、ビジネスホテル及び飲食店の運営を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表の作成方法と概ね同一であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計不動産
・建設
事業

不動産
賃貸事業

土地有効
活用事業

ホテル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,846,609 2,019,523 582,350 752,319 12,200,802 41,585 12,242,387

セグメント間の内部
売上高または振替高

－ － － － － － －

計 8,846,609 2,019,523 582,350 752,319 12,200,802 41,585 12,242,387

セグメント利益 624,896 844,393 79,878 127,952 1,677,120 9,390 1,686,511

セグメント資産 10,087,988 16,182,556 8,679 561,064 26,840,289 235,471 27,075,761

その他の項目

減価償却費 45,056 276,637 332 39,677 361,702 1,362 363,065

のれんの償却費 － － － 7,999 7,999 2,874 10,874

受取利息 358 66 － － 425 0 425

支払利息 29,529 125,780 － 4,126 159,435 179 159,615

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

45,710 1,461,329 － 14,385 1,521,424 182,821 1,704,246

(注) １．負債については、事業セグメントに配分しておりません。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社等の事業活動を含ん

でおります。
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 当連結会計年度

報告セグメント計 1,677,120

「その他」の区分の利益 9,390

全社費用(注) △310,584

連結財務諸表の経常利益 1,375,926

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び管理部門の一般管理費であります。

(単位：千円)

資産 当連結会計年度

報告セグメント計 26,840,289

「その他」の区分の資産 235,471

全社資産(注) 577,969

連結財務諸表の資産合計 27,653,730

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない投資有価証券、繰延税金資産等であります。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（計）

合計不動産
・建設
事業

不動産
賃貸事業

土地有効
活用事業

ホテル事業 計

当期償却額 － － － 7,999 7,999 2,874 10,874

当期末残高 － － － 23,333 23,333 112,090 135,423

　(注) 第２四半期連結会計期間において、興國不動産株式会社の株式を取得し、新たに連結の範囲に含めた

　 事に伴い、当連結累計期間において「その他」セグメントののれんが112,090千円増加しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 3,412.12円

１株当たり当期純利益金額 233.57円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

232.93円

(注) １. １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 937,098

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

937,098

普通株式の期中平均株式数(株) 4,012,114

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) －

普通株式増加数(株) 10,899

(うち新株予約権)(株) (10,899)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

―

　

２. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 13,707,056

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) －

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 13,707,056

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

4,017,162

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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